AuMn系磁性合金の構造について(スピングラス(リエントラント転移を中心として),研究会報告) by 原田, 仁平
TitleAuMn系磁性合金の構造について(スピングラス(リエントラント転移を中心として),研究会報告)
Author(s)原田, 仁平














































































名大･理 安 達 健 五
1.まえがき
不規則合金は多かれ少かれatomicshortrangeorder(ASRO)を持つ｡これまでのspin
glass理論は完全な不規則状態を前提として組み立てられているが,実験にはこの効果が含ま
れるので,それがどの様に現われるかを調べるのが本′ト稿の目的である｡
ASROを表わすparameterとして,Al_∬B∬合金 (Bは磁性原子 )において
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